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教育理念 ・ 方法

2022年度
研究成果

2023年度
教育・研究目標

・2022 年度は 3 年生の担当に加え新たに大学院生２４名も担当学生となる。担当学生が増
えることで今までより多く目を配る必要があるため、他のスタッフとの連携を駆使しなが
らスムーズな授業運営を目指す。また編入生や外部からの大学院生にはより留意し、大学
生活でわからないことがないようサポートする。
・3 年の後期には１２号館地下展示室を使った公開展示、コンクールがおこなわれる。学生
も楽しみにしている一大イベントであり、全ての学生が満足した展示ができるよう進級制
作の経験を生かし取り組む。同時に学外者も訪れるため学生の安全に注視しつつ、地下展
示室以外の作品を見られるように気を配る。

展示
8 月グループ展『天人花展』 西武渋谷店
1 月アートフェア『ARTSG』 コンプレックスセンター シンガポールその他
1 月 MAKI galley 所属
３月 Youtube 番組 「meet your art」出演

今年度 4 年生、大学院 2 年生を担当するにあたり、一番重要なことは卒業制作、修了制作
を滞りなく行うことである。そのためには前期中から過去の資料を見返し入念な準備をす
ることが必要である。学生の安全に留意し不審者対策、事故対策はさらなる強化ができな
いか検討したい。自分の任期も、担当学年の卒業も今年度までなので今まで以上に責任を
持って業務に取り組み、担当学生への感謝を少しでも形にできたらいいと思っている。
今年度は外部の展示のほかに退任展もあるため、大作の制作を積極的に行っている。大作
を描くときの注意点としては遠目の良さにごまかされ、近目が疎かになってしまうことで
ある。理想的には遠くで見た印象と近くでみる印象どちらも良くしたいため、（ただ近目
にこだわりすぎると遠くで見たときに印象が重くなることが多い）使用画材などに気を使
い作品の質を上げていきたい。また展示ではいつも搬入時に作品を増やしがちな癖がある
ため、しっかり作品の間合いを見極め構成していきたい。
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